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政府の基本⽅針
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フェーズ１︓設置認可までの準備期間（3000万円）１〜3年
フェーズ２︓設置準備 （最⼤20億円） 1年
フェーズ３︓学年進⾏で学部完成（4000万円） 4年
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https://www.niad.ac.jp

NIADのHP



採択校(R5,R6)

北海道・東北
⽀援１︓9件
⽀援２︓12件

うちAXIES正会員3校
14%
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採択校(R5,R6)

関東（東京以外）
⽀援１︓14件
⽀援２︓8件

うちAXIES正会員7校
33%
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採択校(R5,R6)

東京都
⽀援１︓27件
⽀援２︓12件

うちAXIES正会員20校
53%
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採択校(R5,R6)

北陸・新潟・
⼭梨
⽀援１︓10件
⽀援２︓9件

うちAXIES正会員3校
17%
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採択校(R5,R6)

⻑野・東海
⽀援１︓14件
⽀援２︓11件

うちAXIES正会員10校
41%
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採択校(R5,R6)

関⻄
⽀援１︓23件
⽀援２︓10件

うちAXIES正会員19校
58%
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採択校(R5,R6)

中国
⽀援１︓10件
⽀援２︓8件
うちAXIES正会員6校

35%
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採択校(R5,R6)

四国
⽀援１︓3件
⽀援２︓6件

うちAXIES正会員7校
78%
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採択校(R5,R6)

九州・沖縄
⽀援１︓16件
⽀援２︓13件

うちAXIES正会員9校
32%
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https://www.niad.ac.jp



⽀援1の⼤学の抱える問題点
• 理系（特に情報系）の教員の確保
• 情報系教員⼈材の不⾜
• 教育・研究環境の整備（設備、実習環境、研究環境）

• 学⽣の確保（特に、⽂系⼤学、地⽅⼤学、⼥⼦⼤学など）
• 受験⽣の確保の可能性
• ⾼校との連携
• 就職先の確保

• 情報教育基盤の整備（実キャンパス＋サイバーキャンパス）
• オンライン教育環境の整備
• 他⼤学との教育連携（特に、ネットワーク接続と認証の連携）
• 専⾨⼈材の確保
• 執⾏部の理解
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⼤学等の理系転換・拡充による⼈材育成機能強化会議

2025/5/27 28ラウンドテーブル

ポスターセッション



当会議の内容は下記に公開
• 会議全体の資料
https://www.niad.ac.jp/josei/event/r6event/

• 各講演のスライドと動画を公開

• ポスターセッション
各⼤学61校（R5年度⽀援１採択）のポスター資料

• 情報系の基盤整備に関する相談窓⼝として⼤学ICT推進協議会
（AXIES）及びMDA教育推進に関して⽂部科学省もブースを設置
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https://www.niad.ac.jp/josei/event/r6event/


⽀援1の⼤学の抱える問題点
• 理系（特に情報系）の教員の確保
• 情報系教員⼈材の不⾜
• 教育・研究環境の整備（設備、実習環境、研究環境）

• 学⽣の確保（特に、⽂系⼤学、地⽅⼤学、⼥⼦⼤学など）
• 受験⽣の確保の可能性
• ⾼校との連携
• 就職先の確保

• 情報教育基盤の整備（実キャンパス＋サイバーキャンパス）
• オンライン教育環境の整備
• 他⼤学との教育連携（特に、ネットワーク接続と認証の連携）
• 専⾨⼈材の確保
• 執⾏部の理解
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⽀援1の⼤学の抱える問題点
• 理系（特に情報系）の教員の確保
• 情報系教員⼈材の不⾜
• 教育・研究環境の整備（設備、実習環境、研究環境）

• 学⽣の確保（特に、⽂系⼤学、地⽅⼤学、⼥⼦⼤学など）
• 受験⽣の確保の可能性
• ⾼校との連携
• 就職先の確保

• 情報教育基盤の整備（実キャンパス＋サイバーキャンパス）
• オンライン教育環境の整備
• 他⼤学との教育連携（特に、ネットワーク接続と認証の連携）
• 専⾨⼈材の確保
• 執⾏部の理解
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AXIESの使命（定款より）
• 会員間の相互連携・協働を通じて、我が国の⾼等教育機関及び学術研究機関
(以下「⾼等教育・学術研究機関」という。)における情報通信技術を利⽤した
教育、 研究、経営等の⾼度化を図り、もって我が国の教育、学術研究、⽂化
及び産業の発展に寄与することを⽬的とする。
• 事業

• ⾼等教育・学術研究機関の教育活動、研究活動及び経営戦略に資する情報の収集・共有
• 情報通信技術の利⽤に関するFD・SD等⼈材育成・能⼒開発に関する連携・協⼒
• 情報通信技術を教育、研究、経営等の⾼度化に利⽤する⼿法に関する研究及び調査
• 研究発表会及び講習会などの開催
• ⾼等教育・学術研究機関における情報通信技術の利⽤に関する政策の提⾔
• ⾼等教育・学術研究機関における情報通信技術の利⽤を推進する国内外の機関及び団体と
の連携・協⼒

• 標準化及び共通化の推進及び普及啓発
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AXIESに期待されること
• 拠点⼤学による地域の⼤学への情報共有
• 情報化された⼤学キャンパスに必要な要件の提供と事例紹介
• 情報関係の⼈材の交流

• 学内情報システムの維持に関する連携
• 学内システムの構築と維持に関する協⼒（コンソーシアムなど）
• 外部⼈材による共通サービスの組織化

• NIIのサービスの積極利⽤とその拡張の促進
• SINET接続、学認（認証サービス）、各種学術情報サービス
• NIIへの要求（研究⽀援から教育⽀援へ）

• 国の⼤学向け施策の活⽤
• J-PEAKSなどの活⽤
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AXIES創設当時との違い
•創設時(2009年5⽉）との状況の変化
• 情報技術の発展と普及
• ⽣成AI、モバイル情報機器の普及、各種モバイルアプリの普及
• 学⽣がスマートフォン等の情報機器を持つのが常識化した

• 教育環境の変化
• ⽣徒の初等中等教育での情報端末の利⽤経験
• オンライン授業の普及（COVID-19の影響）
• サイバーキャンパス整備の重要性

• 情報技術やデータサイエンスへの社会のニーズ
• ⼀般の企業活動や⽇常⽣活における情報技術への依存の拡⼤
• 情報機器利⽤の社会常識化と情報⼈材需要の急増
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まとめ
•⼤学・⾼専機能強化事業は、⾼等教育機関の⼤規模な再
構築である。

•サイバーキャンパスと教育DXの実現のための⼈材と知
識・経験が不⾜している。

•AXIESの社会的な役割は、極めて⼤きくなっている。

•⾼専の加⼊も視野に⼊れてほしい。
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